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今井宏平

中東における非国家主体の重要性

一般民衆の民主化要求運動である「アラブの春」，また「アラブの春」を発

端として現在に至るまで続くシリア内戦の勃発から 10年以上経つが，中東秩

序は依然として混迷の最中にある．しばしば現代中東は複雑でわかりにくいと

言われるが，その大きな要因の 1つは主権国家としての枠組みが脆弱である点

に起因する．具体的には，国内の統治が不十分であったり，国境管理が緩かっ

たりする点である．

主権国家が脆弱性を含む中で，「アラブの春」でのムスリム同胞団の躍進，

シリア内戦での「イスラーム国」の台頭，国際社会の後押しを受け，「イスラ

ーム国」を撃退したシリアのクルド民族主義組織，民主統一党(Partiya Yekîtiya

Demokrat/Democratic Union Party; PYD)とその軍事部門である人民防衛隊

(Yekîneyên Parastina Gel/Peopleʼs Defense Units; YPG)の活動の活発化が見られた．

このように，中東政治の特徴の 1つは非国家主体が重要な役割を果たしている

という点である．

日本におけるクルド民族主義組織に関する研究の不足

｢イスラーム国」に関してはその思想，行動，国際社会との抗争についてさ

まざまな考察がなされ，多くの書籍が出版された．それに対し，クルド民族主

義組織に関する研究書は圧倒的に少ない．これはシリアのクルド民族主義組織

に限った話ではなく，トルコ，イラク，イランに住むクルド人に対しても客観

的もしくは学術的に論じた書物は日本語ではほとんど存在しない．クルド人は

世界最大規模の国を持たない民族であり，上記の各国においてマイノリティで

あるため，さまざまな苦難に直面してきた．

本書では，居住する国の法律や制度によってクルド人が行動の制約を受けて

いること，そしてそれを軽減もしくは解消しようとする行為を総じて「クルド
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問題」と定義する．その先頭に立っているのがクルド民族主義組織である．ク

ルド問題はパレスチナ問題とも比較可能であるが，注目度は圧倒的に低かっ

た．もちろん，それには理由がある．クルド問題は関係諸国においてセンシテ

ィヴな問題であり，クルド問題を扱うことはクルド民族主義組織やその支持者

の立場に理解を示すかそうでないかという踏み絵的な意味合いも持ち合わせて

いた．

こうした状況の中で刊行された書籍のうち，3つの著作はクルド民族主義組

織およびその行動様式を明らかにするうえで有益である．勝又郁子『クルド・

国なき民族のいま』(新評論，2001年)は貴重なルポルタージュで，クルド民族主

義組織の研究で示唆が多い．しかし，あくまでルポルタージュであり，また，

刊行年もやや古い．山口昭彦編著『クルド人を知るための 55章』(明石書店，

2019年)はクルド人に関する事象を幅広く扱っており，クルド民族主義組織に

関しても示唆に富む．ただし，網羅的である反面，シリーズの性質上，深掘り

はされていない．ミヒャエル・クナップ他『女たちの中東 ロジャヴァの革命

衽衲民主的自治とジェンダーの平等』(青土社，2020年)はシリアおよびトルコの

クルド民族主義組織についての最新の知見であり，PYDの行動原理や思想に

ついて詳しい．また，アブドゥッラー・オジャラン(Abdullah Öcalan)の著書で

前書きを書いているアルアリ(Nadje Al-Ali)も言及しているように，オジャラン

の考えをかなり忠実に記述している(Öcalan 2017: xiii)．ただし，客観的で学術

的かという点に関しては大いに疑問である．クルド民族主義組織の研究の難し

いところはその立ち位置であるが，クナップたちの立場は明らかにクルド民族

主義組織やその支持者の意見に寄っている．

他国のクルド問題に関する研究の発展

最近では American Political Science Review や World Politics といった政

治学，国際関係論の一流の雑誌にもクルド問題を扱った論考が散見される．ク

ルド問題の研究が進んでいるのはオランダ，英国，米国である．オランダでは

重鎮であり，名著の誉れ高い『アガー・シャイフ・国家衽衲クルディスタンの

社会・政治構造』1)の著者であるユトレヒト大学のマルティン・ファン・ブラ

イネセン(Martin van Bruinessen)が長い間クルド問題の研究を牽引してきた．
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近年はブライネセンの弟子であるワーゲニンゲン大学准教授のヨースト・ヨン

ガーデン(Joost Jongerden)などが 2009年に立ち上げられたクルド研究ネットワ

ーク(Kurdish Studies Network)の中心となり，査読付き雑誌の Kurdish Studies

を 2013年から毎年 2回発刊するなど，積極的に活動している．

英国ではエクセター大学が北イラクの専門家であるギャレス・スタンスフィ

ールド(Gareth Stansfield)を中心にクルド研究センターを立ち上げ，国際ワーク

ショップを開催するなどその活動が目立っている．同センターではクルド語

(トルコ，シリア，北イラクの一部で主に使用されているクルマンジー)の習得が可能

となっている．また，ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス(LSE)の中東

センターも北イラクの状況を中心にクルド問題の分析に力を入れている．

米国におけるクルド問題の研究は蓄積がある．その研究は博士論文として執

筆した「クルド国家運動衽衲その起源と発展」が 50年以上経った今でも重要

文献となっているイラク系アメリカ人のワディエ・ジャワイデ(Wadie Jwaideh)

とその弟子にあたるケンタッキー大学のロバート・オルソン(Robert Olson)，

そしてテネシー工科大学のマイケル・ギュンター(Michael Gunter)などによっ

て牽引されてきた．近年では，中央フロリダ大学が同大学准教授のギュネシ

ュ・ムラト・テズジュル(Güneş Murat Tezcür)を中心にクルド政治研究プログ

ラムを学部に設置するなどその活動が目立っている．

本書の特徴

このように，他国に比べ，日本ではクルド民族主義組織に関する書物は少な

く，その中でも客観的で学術的なものは極めて限定的である．また，クルド民

族主義組織やその支持者に肩入れしたり，寄り添ったりして記述するならば，

彼らが過去・現在・未来において実際にどのような行動をしているかを客観的

に考察することができない．

こうした現状を鑑み，本書はクルド民族主義のイデオロギーを掲げる組織お

1) 同書の一部は山口昭彦を中心に翻訳が刊行された．マルティン・ファン・ブライネセン(山口

昭彦・齋藤久美子・武田歩・能勢美紀訳)「アガー・シャイフ・国家衽衲クルディスタンの社

会・政治構造(1)・(2)」『聖心女子大学論叢』第 127号，2016年，25-52頁，第 128号，2017年，

153-217頁．
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よび政党に着目し，地域研究に基づく詳細な記述と国際関係論・政治学に基づ

く方法論・枠組みの活用によって，クルド民族主義組織の活動を中心にクルド

問題の一端を解明することを目的とする．

そのため，本書はクルド人が居住する国々(イラク，イラン，シリア，トルコ)

の専門家(イランについては隣接国の専門家)と，他地域の専門家であるが，一方

でその事例から浮かび上がる概念(「未承認国家」，「移行期正義」，「暴力の穏健化」，

「非対称戦争」)に強い興味を持つ専門家がタッグを組み，学術的に各国のクルド

民族主義組織について検証する．延いては，中東政治および国際政治における

非国家アクターの在り方についても一石を投じることができると考えている．

本書はクルド問題に 3つの視点からのアプローチを試みている．1つ目は垂

直的空間次元で，具体的には国際政治，地域政治，国内政治，個人という各視

点を複合的に捉えるという点である．2つ目は水平的空間次元で，一国内だけ

でなく，クルド人が居住する諸国家，そしてクルド人が多く移住しているヨー

ロッパ諸国とのネットワークのあぶり出しを行っている．3つ目は時間的次元

で，現在生じている問題や対立の根本的な理解のために，数十年レベルの変動

局面，さらには数世紀レベルの長期的持続を意識する点である．もちろん，論

考ごとに濃淡はあるが，本書の論考はこの 3つのアプローチを意識したものと

なっている．

また，第 3章でも指摘されているように，クルド人の多くは，自らをクルド

人と同定しつつも，そのアイデンティティと関係なく，各国で国民として社会

生活を営んでいる．クルド人であることは，そのアイデンティティに基づいて

政治的，社会的，あるいは経済的な機会を得ようとすること，つまりクルド民

族主義者であることと同義ではない．クルド民族主義組織の活動に全く関与し

ないクルド人，クルド人であることを行動の源泉としないクルド人も非常に多

い．本書で扱うクルド人組織は，クルド人という民族主義的アイデンティティ

を色濃く反映した組織を指す．

本書の限界

一方で，本書にはいくつかの限界もある．まず，本書の執筆陣はクルド語を

習得していない．この点はクルド問題を論じるうえで大きなマイナスとなって
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いることは否めない．2つ目に，各国のクルド人居住地域は日本の外務省の渡

航制限がかかっている地域が多く，また 2020年初頭からのコロナ危機のため，

本書執筆のための現地調査は行っていない．3つ目は，ここで扱うイシューは

あくまでクルド問題の一部であり，クルド問題を網羅的に扱ってはいない．今

後の課題については「おわりに」でも言及する．

このように，本書はいくつかの問題を抱えているものの，日本におけるクル

ド問題に関する研究の学術的な遅れを考慮すると，十分に価値があると考えて

いる．今後，よりソリッドでクルド語の資料を駆使した研究が登場することに

期待しつつ，本書が 1つの礎になれば幸いである．

本書の構成

本書の構成は次のようになっている．まず，第 1章「クルド人リーダーたち

の肖像衽衲バールザーニー親子，ターラバーニー，オジャラン」では，イラク

のクルド民族主義のカリスマ的リーダーであったムスタファー・バールザーニ

ー(Mistefa Barzanî)，その次男でムスタファーの後を継ぎ，クルディスタン民

主党の党首として，さらにクルディスタン地域政府(Ḧukūmatī Harēmī Kurdis-

tān/the Kurdistan Regional Government; KRG)の大統領として「伝統」を武器にク

ルド人を統率したマスウード・バールザーニー(Mesʻûd Barzanî)，バールザー

ニー一族の支配から離脱し，「革新」を武器にバールザーニー一族に対抗した

ジャラール・ターラバーニー(Jelal Tałebanî)，クルディスタン労働者党(Partiya

Karkerên Kurdistan/Kurdistan Workersʼ Party; PKK)の絶対的指導者で，武装闘争

だけでなく，独自の政治思想を作り上げたアブドゥッラー・オジャランの 4名

について，その政治的思想と行動を概観する．クルド人コミュニティはトップ

ダウンを特徴としており，彼らの影響力は国を越えて浸透していた．そのため，

これらのカリスマ的指導者の思想と行動を分析することは，クルド人の政治活

動を把握するうえで必要不可欠な作業である．

第 2章「イラク・クルディスタン地域の国家性衽衲未承認国家論からの検

討」では，KRGは未承認国家なのかという点について論じる．KRGは現状，

クルド民族主義組織の中で唯一自治を獲得しており，失敗に終わったが，2017

年には国民投票の実施により独立さえも模索した．結果として KRGは主権国
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家にはなれなかった．国際的な承認がないために KRGは主権国家とは見なさ

れないが，その機能としては主権国家に近い「未承認国家」と見なすことが可

能かについて検証を行う．

第 3章「シリアにおける移行期正義の限界と可能性衽衲クルド民族主義組織

PYDによる自治の試み」では，2011年 3月から続くシリア内戦の分断状況，

紛争状態の膠着をもっとも象徴する政治的動き，政治主体である PYDに着目

し，その営為を「移行期正義」の精神，制度にかかる諸目標，そして国際社会

との連携に照らし合わせた場合にどのような評価ができるのかを明らかにする．

第 4章「クルディスタン労働者党(PKK)のリクルート方法衽衲なぜ人材を確

保し続けてこられたのか」では，PKKが常に戦闘員をリクルートし続けてき

たことが PKKの存続に重要な役割を果たしてきたことに注目する．その上で，

どのようにリクルートが行われたのかを通時的に把握し，それが PKKの戦略

との関連の中でどのように変化してきたのかを考察する．

第 5章「イランにおけるクルド民族主義組織の動向と外部アクターの影響

衽衲非対称的関係から見る地域の不安定化要因」では，イランのクルド人居住

地域における紛争の争点や周辺国の関わりを含む対立の構造を把握すべく，同

地域で活動する複数のクルド民族主義組織の特徴と，外部アクターが域内の組

織に与えた影響について分析する．特に強い国家であるイランと脆弱な組織で

あるクルド民族主義組織の非対称戦争に着目する．

｢おわりに」では，全体の総括を行うとともに，今後のクルド問題に関する

研究の発展可能性と課題に言及する．
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はじめに

本章ではクルド民族主義の政治運動および武力闘争において不可欠なリーダ

ーたちの実像に迫りたい．本書の「はじめに」でも述べたように，クルド人は

主にイラク，イラン，シリア，トルコに分布しているが，その中でもクルド民

族主義に基づく政治運動および武力闘争が活発だったのがイラクとトルコであ

る．イラクは本章で取り上げる有力部族の長，バールザーニー家がその中心で

あった．ムスタファー・バールザーニー(Mistefa Barzanî)，その息子マスウー

ド・バールザーニー(Mesʻûd Barzanî)，そしてその義理の息子であるネチルヴ

ァーン・バールザーニー(Nêçîrvan Barzanî)と，バールザーニー家はイラクにお

けるクルド民族主義の中心であり続けてきた．バールザーニー家は部族という

伝統的な権威に基づき，影響力を発揮してきた．一方で，そうした伝統的権威

を旧態依然だとして，より近代的な政治組織による活動を模索したのが，ジャ

ラール・ターラバーニー(Jelal Tałebanî)であった．また，トルコではアブドゥ

ッラー・オジャラン(Abdullah Öcalan)も同様に伝統的な部族の権威に挑戦した．

オジャランにとって最大の障害はトルコ政府と考えられているが，クルド人社

会の部族長も排除すべき敵とされた．

リーダーたちを詳細に論じるのは，クルド民族主義の政治運動および武力闘

争がトップダウン式に展開されているためである．ゲリラ戦法や多くの組織を
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設立させるなど，草の根のネットワークが強いようにも見られるが，クルディ

スタン労働者党(Partiya Karkerên Kurdistan/Kurdistan Workersʼ Party; PKK)に代

表されるように，そうした戦法や組織もリーダーたちの意向に沿ったものであ

る場合が多い．

本章ではまず，バールザーニー家とターラバーニーのリーダーシップについ

て概観し，次いでオジャランの武装闘争や政治的解決の背景となる政治思想に

ついて検討する1)．

1 バールザーニー親子とターラバーニー

(1) 部族長ムスタファー・バールザーニーの反乱

ムスタファー・バールザーニーは，イラクにおけるクルド人の英雄であり，

クルド民族運動の父である．尊敬の念をこめて，通常はイスラーム教の説法師

に使われる称号を付けて，ムッラー・ムスタファーと呼ばれる．ムスタファー

は 1903年 3月 14日，トルコ国境に近いバルザーンの村に生まれた．彼の出自

であるバールザーニー部族は，ナクシュバンディー教団の宗教指導者の家系で

あると同時に武勇で名を馳せ，宗教的な求心力と政治力で知られていた．祖父

のアブドゥルサラームを始め，父，叔父，兄などもオスマン帝国への反乱に参

加しており，ムスタファー自身も，3歳で母と共にモースル刑務所へ拘留され

た経験がある．そして，祖父も父も最終的にオスマン帝国によって処刑された．

そうした時代背景もあって，ムスタファーも若くして反乱を率いるようにな

っていった．

オスマン帝国崩壊後，英国が後ろ盾となって建国されたイラク王国において

も，クルド人の地位の向上は実現しなかった．しかしながら，1932年に兄の

アフマド(Eḧmed Barzanî)と共にイラクへの反乱を率いたムスタファーの動機

は，必ずしもクルド民族主義的なものではなく，伝統的な部族の支配地域に対

する徴税権などをめぐるイラク政府の「干渉」への反発であった．緩やかに手

にしていた自治権を，彼らにとってはよそ者である国家が支配すること自体に，

1) ムスタファー・バールザーニー，ターラバーニー，オジャランに関しては，山口編著(2019)の

各人に対する記述も参照されたい．
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強い反感があったのである．当時の反乱は，イラク政府の後ろ盾であった英国

の空軍によって鎮圧され，1933年，ムスタファーはイラク政府に投降した．

その後は，イラク政府によって，モースルを経て南部の町ナースィリーヤ，そ

して北部のスライマーニーヤへと追放された．1940年，当時 37歳だったムス

タファーにとって，軟禁下にあったとはいえイラク北部随一の都会であるスラ

イマーニーヤでの生活は，教育を受けた著名人，ナショナリスト，法律家，学

者，作家，政治家などと出会い，クルド民族主義に触れ，政治的にも研鑽を積

む機会となったと言われている．その 3年後，ムスタファーはようやく故郷バ

ルザーン村に戻った．

その頃，第 2次世界大戦を戦っていた英国にはイラクを支援する余力はなか

った．英国は，交渉でクルド問題に決着をつけるようヌーリ・サイード(Nūrī

al-Saʻīd)首相に求めた．当時のムスタファーによるイラク政府への要求は，ク

ルド人が多い居住区をモースルのアラブ行政区から切り離すことや，イラク北

部に影響する決定への拒否権などで，それらは，後の時代のイラク北部の自治

要求とも共通するものであった．ただし，当時のムスタファーの動機は，民族

主義よりもむしろ，部族長として自身の勢力範囲への政府の干渉を排すること

や，あるいは政府からの不当な扱いに対する不満に根差した抗議という側面が

強く，この時代の反乱は，部族としてのそれという色彩の濃いものであった．

それゆえに，サイードの首相辞任によって 1945年 8月にイラク政府との戦闘
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が再開すると，当初こそ劣勢だったイラク政府は，反バールザーニーの部族に

資金供与を行ってクルド人の部族間争いを煽り，形勢を逆転させることができ

た．

結局，追い詰められたムスタファーは，2カ月後にはおよそ 1万人の兵士を

連れてイランへと退却する．そこで，ソ連の手引きにより，初のクルド民族主

義を掲げた国家であるマハーバード共和国の建国に携わることとなった．軍事

力を欠いていた同共和国のカーズィー・モハンマド(Qazî Miḧemmed)大統領に

とって，ムスタファーとその兵士の合流は渡りに船であり，ムスタファーは同

共和国軍の司令官に任命された．しかし，ソ連のイランからの撤退に伴い，マ

ハーバード共和国は 1年と持たず，1946年 12月に崩壊した．その後，大統領

だったカーズィー・モハンマドは絞首刑となり，ムスタファーの兄アフマドは

イラク軍に投降して南部に追放された．しかし，ムスタファーはイラクに戻る

ことも，武装解除してイランに囚われることも選ばなかった．1947年，当時

44歳だったムスタファーは，およそ 500人の兵士と共にイラン，イラク，ト

ルコの軍から逃れて，ソ連へと亡命する．この 3週間におよぶ 350 kmの過酷

な逃避行は，伝説として語り継がれていくことになった．

(2) ムスタファー・バールザーニーとKDPの確執

その後，ムスタファーがイラクに戻ったのは 1958年，55歳の時だった．イ

ラクでは同年 7月の共和制革命で王制が倒れ，新首相に就任したアブドゥルカ

リーム・カースィム(ʻAbd al-Karīm al-Qāsim)は，国内融和のためにムスタファ

ーの帰国を許し，兄のアフマドも釈放した．カースィムには，ムスタファーな

どのクルド民族主義政党や共産党と連携することで，ライバルであったアラブ

民族主義者へ対抗できるとの期待があった．しかし，ムスタファーがイラク北

部で権力を握るようになると，危惧したカースィムは，ムスタファーのライバ

ル部族に資金援助を開始し，距離を置き始めた．1960年 7月の革命 2周年の

記念式典にムスタファーは欠席するなど，両者の関係は冷え込んでいった．

なお 1946年，ソ連に向かう前にムスタファーは，イランにおけるクルディ

スタン民主党(現在のイラン・クルディスタン民主党〔Hîzbî Dêmukratî Kurdistanî

Êran/Democratic Party of Iranian Kurdistan; KDPI〕)2)と同様の組織をイラクでも
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作ることを呼びかけ，1946年 8月 16日にクルド民主党(後にクルディスタン民主

党〔Partî Dîmukratî Kurdistan/Kurdistan Democratic Party; KDP〕に改名)が創設され

た．ムスタファーはその精神的指導者とみなされ，1958年の帰国後には党首

となった．ただし，ムスタファーの不在の間，KDPを率いていたのは都市知

識人の左派層であり，その筆頭が，KDP政治局トップであったイブラーヒー

ム・アフマド(Îbrahîm Eḧmed. 1914年生まれ)や，政治局員だったジャラール・

ターラバーニー(1933年生まれ)であった．彼らもまた，カースィムがクルド人

居住地域の自治や文化的権利，経済発展にむけて何の策もとっていないと批判

していた．カースィムは 1961年 3月にはクルド語雑誌の発行を停止し，KDP

事務所を複数閉鎖した．さらにイラク軍のクルド人居住地域でのプレゼンスも

拡大させていった．

そうした状況下で 1961年 9月，クルド人居住地域で反政府蜂起が発生した．

事の発端は，2年前に施行されていた農地改革をやめさせたい大土地所有者で

あるアーガー(クルドの部族長)と，その支持者による反乱だった．同時にムス

タファーも，カースィムが武器や資金を供与していた反バールザーニー部族連

合を攻撃し，1962年夏までにムスタファーがクルド人居住地域の北部を掌握

するようになる．ムスタファーの同意を得て兄のアフマドらがカースィムと交

渉していたが，合意には至らなかった．カースィムはムスタファーが反政府蜂

起に参加したと判断して，彼らが求めていた自治要求を却下し，村に無差別空

爆を行った．ムスタファーは，複数の部族を使ってイラク軍を相手にゲリラ戦

を展開した．

これに対して，KDP内部では，反政府蜂起に参加すべきかどうかが議論と

なっていた．イブラーヒーム・アフマドなど多くの KDP指導層は，アーガー

は地主階層の利益を守っているだけであり，その要求は KDPが目指す社会的

経済的な進歩とは相容れないと考えていた．実際，当時のムスタファーにとっ

ては，クルド民族の大義よりも，カースィムが煽った部族間紛争の方が重要な

問題であった模様である．1962年 12月には，KDPも反政府軍事作戦に参加

2) KDPIが正式に発足するのは 1988年だが，先行研究によっては 1950年代からのイランにおけ

るクルディスタン民主党を KDPIとするものもある．本書でも正式発足以前ではあるが，マハ

ーバード共和国崩壊以降のクルディスタン民主党のイランでの活動主体を KDPIとする．
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したものの，ムスタファーは自身の勢力範囲での KDPの活動を禁じたという．

断続的にクルド人の蜂起が続いた 1960年代，ムスタファーは間違いなくクル

ド人の反乱の中心人物となっていった．しかし，ムスタファーと KDPとの溝

は拡大し，対立も表面化していく．

1964年 4月，スライマーニーヤ県北部のマワートで，KDP政治局長イブラ

ーヒーム・アフマドが KDPの第 6回党大会を開催し，当時ムスタファーがイ

ラクのアブドゥルサラーム・アーリフ( A̓bd al-Salām Muhammad Ā̓rif)政権と一

方的に進めていた交渉を批判する決議を採択した．しかし，その 3カ月後，軍

事力に勝るムスタファーは，同県カルア・ディザで改めて第 6回党大会を開催

して，アフマド一派の代表団を逮捕，数日後にはアフマドやターラバーニーら

約 4000人をイランに追放するに至った．イラク政府との交渉において主張し

ていた内容は，ムスタファーもアフマドも大差なく，問題は思想的なものより

もむしろ，誰が党の指導者なのかをめぐる権力闘争だった．最終的に勝利した

ムスタファーが，この後，KDPを単独支配していく．

翌 1965年，イラク軍 10万人がイラク北部に攻勢を仕掛けてきた際には，ア

フマドらも帰国を許されて共に参戦したが，結局，個人的確執とイデオロギー

上の違いから，1966年には，アフマドとターラバーニーは，イラク政府から

武器と資金を得てムスタファーへの攻撃に転じた．1968年 7月にバグダード

ではバアス党が政権を握ったが，その国家社会主義イデオロギーの面で親和性

があったことから，政権とアフマド・ターラバーニー派が接近した．ムスタフ

ァーが 1969年に，イランからの支援をうけてイラク政府への攻撃を行う一方，

イラク政府はアフマド・ターラバーニー派を支援し，代理戦争の様相となって

いた．

この後，依然として政権基盤が不安定であったバアス党は，クルド人に対す

る融和策に乗り出し，ムスタファーとの間で 1970年 3月に自治合意を締結し

た．これを受けて，アフマドやターラバーニーらもムスタファーと和解し，

KDPに復帰した．しかし，自治区の範囲や権限など，合意の実施細目をめぐ

るイラク政府との交渉は順調には進まず，再び大規模な軍事衝突へと至る．バ

アス党政権は 1975年 3月，イランのシャー3)との間でアルジェ協定を締結し，

イラクが国境問題で譲歩する代わりにイランにクルド民族主義組織への支援を
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停止させることに成功した．それまでイラクのクルド民族主義組織を支えてき

たイラン，そして米国，イスラエルが次々と支援を停止すると，クルド民族主

義組織の蜂起は瓦解し，壊滅的な打撃を受けた．10万人以上が国を追われ，

ムスタファーも，息子のイドリース(Îdrîs Barzanî)とマスウードを連れてイラ

ンへと逃れた．72歳のムスタファーのゲリラ闘争は，ここに終焉した．その

後，癌治療のためイランから米国に渡り，イラン・イスラーム革命によって自

身を裏切ったシャーの失脚を見届けた後，1979年 3月 1日にワシントン DC

のジョージタウン大学病院で亡くなった．75歳だった．

(3) ジャラール・ターラバーニーとマスウード・バールザーニー

ムスタファー・バールザーニーは，宗教的・部族的な権威を持ち，クルド民

族の英雄，ゲリラのリーダーとして，カリスマ的な人気と圧倒的な軍事力を有

していた．彼がいなければ，クルド人の蜂起がイラクを揺るがすほどの力を持

ちえなかっただろう．他方で，クルド民族主義やマルクス主義など進歩的なイ

デオロギーと，社会を改革しようとするビジョンを持っていたのが，KDP政

治局を率いて，最終的にムスタファーとの権力闘争に敗れたイブラーヒーム・

アフマドだった．彼はムスタファーよりも広い視野でクルド問題をとらえてお

り，例えば，エジプトとシリアが短期間形成したアラブ連合共和国にイラクも

参加し，その内部でクルド人が自治を行うといった，欧州連合の中東版のよう

なものを構想していたという．イデオロギー的にはオジャランの方に近く，ア

フマドはイラクでの政治活動から退いた後，1990年代半ばから，PKKの影響

が強い欧州のクルド亡命議会のメンバーにもなった．

そうした彼の思想を引き継いだのが，1970年にアフマドの娘ヘロ・イブラ

ーヒーム・アフマド(Hêro Îbrahîm Eḧmed)と結婚し，義理の息子となったジャ

ラール・ターラバーニーである．ターラバーニーは，山岳戦士である一方，美

食と高級葉巻の愛好家であり，小話やジョークが好きで，そのチャーミングな

人柄ゆえマーム・ジャラール(ジャラールおじさん)と呼ばれた．時に節操がない

と言われながらも，徹底した現実主義者でもあった．

3) ペルシャ語で王の意．君主の称号として用いられる．
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ターラバーニーは 1933年 11月 12日，スライマーニーヤ県のドゥカン湖に

近いヘルカーンで生まれた．10 代前半で政治活動を開始し，18 歳の頃には

KDPの最高意思決定機関である中央委員会に名を連ねていた．1950年代にバ

グダード大学で法律を学び，1960年代にはイブラーヒーム・アフマドらと共

に KDP政治局員として活動していた．1970年代，ターラバーニーは KDPの

シリア，リビア，ヨーロッパなどへの特使を務めた．その背景には，ムスタフ

ァーとの確執から国外へ追いやられていたという側面があったのだが，ワシン

トンではリチャード・ニクソン(Richard Nixon)大統領やヘンリー・キッシンジ

ャー(Henry Kissinger)国務長官とも面会する機会があったという．また，レバ

ノンではパレスチナ解放人民戦線(PFLP)からも影響を受けた．

アルジェ合意でクルド人の蜂起が壊滅したことを受けて，ターラバーニーは

1975年 6月，マルクス・レーニン主義を掲げ，左派勢力を糾合してクルディ

スタン愛国連合(Yêkêtî Niştimanî Kurdistan/Patriotic Union of Kurdistan; PUK)をダ

マスカスで設立した．当時 41歳だった．設立時のコミュニケでは，蜂起の失

敗は「封建主義，部族主義，ブルジョワ右派，投降主義の指導層の無能」によ

るものだとして，KDPを批判し，PUKがクルド民族の自治と民主主義を実現

することを謳った．ただし，PUKはナウシルワン・ムスタファー(Newşîrwan

Mistefa)率いるコマラなど，他政党と合併してできた組織であり，党組織とし

ては設立当初から極めて脆弱だった．
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一方，ムスタファーの跡を継いで KDP を再興したのは，息子のマスウー

ド・バールザーニーだった．マスウードは 1946年 8月 16日，マハーバード共

和国で生まれた．16歳の頃から武装組織ペシュメルガ(Pêşmerrge)に参加し，

20歳で KDPのパラスティン(諜報機関)の創設に携わっている．父ムスタファ

ーと共に，1970年 3月の自治合意の交渉にもあたり，同年，KDP中央委員会

のメンバーとなった．1975年 9月の蜂起崩壊の翌年，兄のイドリース・バー

ルザーニーなどと共に KDP-PL(暫定指導部)を立ち上げた．しかし，当時の

KDPはかなり疲弊して，イラク北部全域で活動ができたわけではなく，その

支持もバールザーニー部族が地盤としていた北西部に限定されていた．ムスタ

ファーの死後，1979 年 11 月のイランでの第 9 回党大会で，KDP-PL は再び

KDPに改名し，33歳だったマスウードが党首に就任した．なお，当初は兄の

イドリースと共に KDPを率いていたが，イドリースが 1987年 1月，心臓発

作で 43歳の若さで亡くなったことにより，KDPにおけるマスウードの地位は

絶対的なものとなった．マスウードは父と同様，部族の背景を持つ指導者では

あったが，自身の側近の多くは都市民であり，父親の時代ほどバールザーニー

部族との強固な連帯を背景としていたわけではなかった．

(4) KDPとPUKのライバル争い

1980年代初めには，PUKはシリア，リビア，のちにイランからも支援を得

て，イラクのクルド人居住地域の南東部で活動しながら一部の領土を支配し，

一方の KDPは北西部地区を拠点としている状態で，両党間の諍いが，対イラ

ク政府のゲリラ闘争における最大の弱点となっていた．それぞれがイラク政府

第 1章 クルド人リーダーたちの肖像
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と交渉し，交渉が決裂しては武力対立に戻り，ということが繰り返され，結局，

マスウードとターラバーニーが顔を合わせて共同歩調をとることに合意したの

は 1986年 11月になってからのことである．そして翌年 5月には，複数のクル

ド民族主義組織とイラク共産党，アッシリア民主運動などが糾合して「クルデ

ィスタン戦線」が形成された．KDPと PUKが正式に統一戦線を形成したの

は，これが初めてのことである．

1980-88年のイラン・イラク戦争の最中，イランから支援を得ていたクルド

民族主義組織に対するイラク政府の弾圧は加速し，1980年代末，アンファー

ル作戦のもとで徹底したイラク北部の村の破壊や化学攻撃，大量虐殺が行われ

た．数万人ないしは 10万人以上が死亡し，さらに 10万人以上が難民として国

外へと逃れた．

クルド民族主義運動を取り巻く状況が大きく変わったきっかけは，1991年

の湾岸戦争だった．戦争直後，敗退したイラクでは全国的な反政府民衆蜂起が

発生し，北部でも 1991年 3月から自然発生的に蜂起が広がった．これをうけ

て，クルディスタン戦線が翌月，イラク政府と交渉したものの合意には至らな

かった．民衆蜂起はその後，政権が温存していた共和国防衛隊によって鎮圧さ

れたが，国際社会の介入もあって，イラク政府軍は 1991年 10月にイラク北部

から撤退した．これにより，同地域で事実上の自治が開始されることになった．

解放区となったイラク北部では，1992年 5月に自治議会(クルディスタン議

会)の選挙が実施された．選挙には 6党が参加したが，KDPと PUKの二党が

圧倒的に集票し，議席は二党で同数ずつ二分された．選挙結果をうけて 1992

年 7月に第 1期となる自治政府が組閣されたが，そこでも権力は二党間で等分

された．議会選挙と同時実施された大統領選挙では，立候補者 4名のうち，マ

スウード・バールザーニー(45歳)が 47.51％，ジャラール・ターラバーニー(58

歳)が 44.93％の得票率と，こちらもほぼ二分する結果となった．選挙法では

決選投票を行うことになっていたが，結局延期され，自治区の大統領ポストは

空白のままとなった．2人は自治政府の役職にはつかないまま，自治区におけ

る実質的な最高権力者としてそれぞれの党を指揮する形となった．

しかし，この二党の権力分有はうまく機能せず，1990年代半ばに，関税収

入の分配や土地争いなどをきっかけに，内戦に陥った．KDPはイラクやトル
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